
第　一　回　住　居　表　示　審　議　会　会　議　録
１　開催日時平成２７年７月１３日（月）
　　　　　　　　　午後２時から午後３時３０分まで
２　場所　　　東海村役場２０５会議室
３　出席者　　　審議会委員　１４名（敬称略）
　　　　　　　　　寺門　喜八郎，伊藤　良治，佐藤　美智子，松尾　ヒサ子，木村　和宏，大塚　茂，瀧本　勝也，猫塚　栄喜，近藤　忠美，岩崎　薫，加藤　かおる，小林　一夫，
石上　イク子，阿部　照子
　　　　　　　　　事務局　６名
　　　　　　　　　山田村長，川﨑村民生活部長，澤畑住民課長，黒澤課長補佐，豊嶋係長，

　　　　　　　　　川﨑主事（会議録作成）
４　欠席者　　　菅田　千穂委員　１名
５　公開又は非公開の別　　　公開　　　
６　議題　　　　　１．開会
（１）村長挨拶
（２）委嘱状交付及び諮問
（３）委員及び事務局紹介
（４）委員長・副委員長選出
２．議題
（１）住居表示事業について
（２）住居表示事業第６次地区の新町名について
３．その他
４．閉会
７　配布資料　　（資料１）東海村住居表示審議会委員名簿
（資料２）東海村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
（資料３）東海村住居表示審議会の組織及び運営に関する規則
（資料４）住居表示のパンフレット
（資料５）住居表示の実施（予定）区域
（資料６）住居表示事業第６次地区の拡大図
（資料７）議案第８１号　字の区域及び名称の変更について
（資料８）住居表示事業第６次地区の新町名について（諮問写し）
（資料９）住居表示事業第６次地区実施スケジュール（案）
８　発言内容
澤畑課長　　　皆様，こんにちは。定刻となりましたので，ただ今から東海村住居表示（第６次地区）第１回目の審議会を開催いたします。申し遅れましたが，私はこの審議会の事務局を担当いたします東海村村民生活部住民課長の澤畑でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
皆様方におかれましては，お暑い中，何かとお忙しい中，ご出席をいただきまして，誠にありがとうございます。
それでは審議に先立ちまして，配布資料の確認を行いたいと思います。資料１～９過不足はございませんでしょうか。
なお，この審議会の内容及び会議録等は東海村附属機関等の会議の公開に関する要綱の定めにより，東海村の公式ホームページに掲載することを考えています。よって，会議中の様子を掲載するためにも写真撮影を行なうことを御了承頂きたいと思います。
また，会場にお入りになって驚かれた方もいらっしゃると思いますが，正面にサロンのルールというのを貼らしていただきました。これは，昨年度村の主催事業として行なわれた，協働のまちづくりファシリテーター養成研修で使用したものであります。今回はサロンではございませんが，審議会を含めた会議でも同様なことが言えるのではないか，と言うことで，あえて貼らさせて頂きました。後ほどの議事進行において，ご参考にして頂ければと考えております。
　　　　　①自分ばかり話しません　②頭から否定しません　③楽しい雰囲気を大切にします
皆様方が気持ちよく話せるようにということで，このようなルールのもとやっていきたいと思います。
なお，本日の審議会は午後３時３０分を終了時間と考えておりますので，よろしくお願いいたします。
それでは，始めに山田修　東海村長からご挨拶を申し上げます。
村長　　　　　改めまして，こんにちは。本日はお忙しい中，お集まりいただきありがとうございます。また今回は住居表示審議会委員に就任いただきまして重ねて御礼申し上げます。
住居表示審議会はしばらく開催しておりませんでした。平成１５年度から１９年度の５ヵ年で住居表示実施区域全６地区のうち５つの地区の住居表示を順次実施してまいりました。最後に残ったのが今回の駅西第二区画整理区域及びその周辺地区ということですが，今回も実施区域内の住民の方々の他，関係機関の方々によって委員会を構成していますが，住居表示は生活に一番密着するものですので慎重なご審議をお願いしたいと思います。
区画整理事業が大分進んできて，駅西第二地区については換地処分が見えてきたということもあり，今回のこのタイミングで住居表示を実施したいと考え，実施後の新たな町名について諮問させていただくこととなりました。
これまでも村松北，東海，舟石川駅東等の新町名を，順次決めてきたところであり，住居表示の実施から年数が経過した今日，新町名はすっかり地元に定着してきたなと感じています。
第６次住居表示実施地区の隣接地が既に舟石川駅西一丁目から四丁目まで決まっていますが，今回もいろいろな状況を勘案していただきながら皆さんからご意見をいただいて，東海村にふさわしい住居表示が決まればいいなと思っていますので，限られた時間ではありますが慎重な審議をお願いしたいと思っております。よろしくお願いいたします。
※委員を代表して，委嘱状及び諮問書を名簿番号１番の寺門　喜八郎委員に交付した。配布した資料２に基づき，委員の身分や報酬等について事務局の川﨑が説明した。次に出席委員及び事務局職員の自己紹介後，審議会の組織及び運営に関する規則第３条第１項に基づき，委員長・副委員長の選出に入った。立候補，推薦はなく，委員から事務局に一任したいとの声が挙がったため，住民課長からこれまで正副委員長を実施地区の自治会長にお願いしているという経緯から，今回は舟石川一区と二区が該当し，該当地区が広いということから，委員長に舟石川一区の寺門　喜八郎委員，副委員長に二区の伊藤　良治委員にお願いしたい旨を提案したところ異議がなかったため，両者に決定した。その後，村長は公務のため，退席。委員長・副委員長から挨拶をいただいた後，東海村住居表示審議会の組織及び運営に関する規則，第３条第２項により，審議会の議長を寺門委員長にお願いした。
また，この審議会は，東海村住居表示審議会の組織及び運営に関する規則第５条第２項により委員定数の半数以上が出席しなければ開くことが出来ないとなっており，現在，委員定員１５名のところ，１４名の委員が出席しているので，当審議会が成立していることを事務局から報告した。
以降，寺門委員長が会議の議長となり，議事の進行を行った。
（1） 住居表示事業について
委員長より議題（１）住居表示事業について事務局より説明願いたいとの要請があり，事務局の豊嶋係長が出席委員に配布した資料4の住居表示のパンフレットを基に説明した。
（ｐ１～２）はじめに
住居表示を実施していない地区は土地の地番をそのまま使っている。結果として住所の複雑な地域が増えている。この状況を解消するため，一定の基準に基づいて建物自体に番号を付け，住所をわかりやすく表示する制度「住居表示に関する法律」が昭和３７年に制定された。

住居表示をするメリットは，区画されることにより訪問者が家を探しやすくなる，郵便物の誤配が少なくなる，緊急車両が目的地を探しやすくなる　等，住民サービスに繋がる部分である。
自治会の班は住居表示を実施したからといって変わるものではない。
（ｐ３～５）住所の決め方
町の境界は道路・水路・鉄道・河川等の恒久的な施設で，すっきりとわかりやすく区画する。（図１参照）
すっきりとした町割の中を，区分したブロックを「街区」と呼ぶ。（図２参照）この街区ごとにつけられた番号を「街区符号」と呼び，○○番で表す。
住居番号は街区のまわりを１０ｍ～１５ｍの感覚で区切り時計廻りに番号をつける。（「基礎番号」と呼ぶ。）建物の主要な出入口を基準にして番号をつける。（「住居番号」と呼び○○号で表す。）
（ｐ６）町の名称の定め方

新町名をつけるときは，歴史・伝統・文化を尊重してその町にふさわしい町名をつける。住居表示審議会で意見をいただき議会の議決をもって決定する。
（ｐ７～１０）実施後の住所・本籍等の表し方
住居表示が実施されると住所は今までの大字名と地番による表示から新町名と街区符号及び住居番号での表示になる。
・実施後の住所の表し方

旧表示　東海村大字白方１０００番地１
新表示　東海村○○一丁目１番１号　　　のようになる。
・実施後の本籍の表示は，大字名から新町名に変わるが，地番はそのまま表示される。
旧表示　東海村大字白方１０００番地１
新表示　東海村○○一丁目１０００番地１　　のようになる。
（ｐ１１～ｐ１３）実施に際して
・住民票，印鑑登録原票，戸籍等の公簿は役場で書き換える。土地・建物登記簿のうち大字及び字名に関しては，法務局が職権で書き換える。自動車運転免許証等は本人に申請していただき変更することになる。
・町名と街区符号を表示するものとして電柱等に街区表示板を取り付ける。建物等の門や玄関等の入り口にも住居表示板を取り付ける。これらの作業は村で行う。
・親戚や知人等に住所変更のお知らせをするため，「住所変更お知らせはがき」を各戸５０枚程度郵便局から提供してもらうことを考えている。
・住所の変更に伴い変更が必要な書類として，「住居表示変更証明書」「本籍表示変更証明書」を役場住民課で無料で発行する。
（ｐ１４）
実施区域に住んでいる方を対象に説明会を開催する。すっきりとわかりやすく住みよい街づくりのために，住居表示は不可欠なので，ご理解とご協力をお願いしたい。
（２）住居表示事業第６次地区の新町名について
寺門委員長　　続いて，議題（２）住居表示事業第６次地区の新町名について事務局より説明願いたい。
豊嶋係長　　　資料５に沿って説明する。平成１３年３月の議会で住居表示の実施区域を議決した。より計画的に実施するために，実施区域を６分割し，平成１５年から資料５の①～⑤まで順次実施してきたが，道路等の完備により⑥の区域を今回実施する。
資料５の⑥の拡大図が資料６で，住居表示事業第６次地区と舟石川駅西四丁目に編入する地域がある。駅西四丁目に編入する地域に関しては，資料７の議案第８１号の可決により，編入日を住居表示第６次地区実施日と同日としたい。

新町名を決めた手順については，①から⑤のそれぞれの地区で審議会の中で「地元に住んでいる人から意見を聞いてはどうか」という意見があり，事務局でアンケートを実施区域の方に配布した。どの地区も１０％弱の回収率だった。少数の意見も尊重しなければならないということで，アンケートの結果を参考にしつつ慎重に決めてきた経緯がある。アンケート結果の第１位は，舟石川や村松といった従来の大字名であったため残念ながら採用されなかった。これまでの経緯は以上である。
寺門委員長　　質問ありますか。
近藤委員　　　アンケート結果の１位，２位をはずした経緯がわからない。
豊嶋係長　　　アンケートの結果の一位の舟石川を採用すると，舟石川一丁目という区域と舟石川何番地という区域があり，わかりづらいという意見が出たためである。
近藤委員　　　舟石川駅西に決まろうとしたときに意見を求められた。なぜ公園と何丁目というのが一致しないのか。第４公園は一丁目にあり，○丁目と公園名が１箇所も一致しない。役場に電話し「こういう決め方はいかがなものか」と伝えたこともある。「わかりやすい」というのは，その辺も考慮すべきである。また，舟石川駅はどこにあるのかと聞かれる。だったら「駅西」だけのほうがよい。「舟石川駅西何丁目何番」は長くて書くのが大変だ。過去にこういう実態があったので，よく考えて決めるべきである。
伊藤副委員長　公園と住所が合わないというのは，２，３年前くらい前の村政懇談会でも出た。公園が先にできているから仕方がないという回答が村からあった。
近藤委員　　　舟石川駅西や舟石川駅東というが，「舟石川」にならなかったのは，何が原因なのか。
澤畑課長　　　その辺の経緯は長年審議会の委員を務めてこられた松尾委員，佐藤委員に経緯を伺ってはどうか。
佐藤委員　　　「舟石川」という地名がどこから起こったのかというのがまず一つある。
舟石川は，古くは「本郷」と「新田」と２つの地名しかなく，その後，中本郷という地名が出来た程度であり，地名は３つくらいしかなかったようである。住居表示を実施してしまうと本来，大元の舟石川があった場所に対して失礼にならないかという懸念があった。
舟石川駅東については，まさかこんな名称になるとは思わなかった。舟石川駅西で決まった後，「やっぱり長いな，失敗したな」という感覚をもった。私，個人としては駅東地区の新町名として，歴史・風土等を加味した名称をつけたかったが，地域の代表の委員が，「舟石川駅東で問題ない」との意見であったため，住居表示審議会でも否定することはできなかった。いずれにせよ，実施区域内にお住まいの方で，住居表示審議会委員になられた方々に頑張っていただき，いい地名を選んでもらうのが一番である。
松尾委員　　　当時の審議会委員で舟石川にお住まいの方が，舟石川という地名に強いこだわりがあった。そこに住んでいる人がそうしたいというのなら，駄目だとは言えない状況であった。
伊藤副委員長　⑥の名称は今から決める。舟石川駅西四丁目まであるから，舟石川駅西五丁目・六丁目となるのが一番よいと思う。
豊嶋係長　　　なお，資料５の★印に関しては舟石川駅西四丁目に編入することになる。
澤畑課長　　　お二人がおっしゃったとおり，「舟石川」という名称をどうしても残したいということで舟石川を入れて「舟石川駅西」にしたようだ。舟石川駅西にした途端に，東海駅が無くなったのかと私も言われたことがある。一方では「舟石川を残したい」一方では「舟石川をつけると長い」という意見もあったということは聞いている。
寺門委員長　　もともとアンケートはどこを対象に行ったのか。
豊嶋係長　　　該当地区に居住している人を対象に行った。
伊藤副委員長　⑥番は今から町名をつけるのか。
豊嶋係長　　　そのとおりである。

近藤委員　　　「舟石川駅西」という名前ではなく新たな名前でも構わないのか。
豊嶋係長　　　「舟石川駅西」に限定する必要はない。
岩崎委員　　　　私としては，「舟石川」の後に何かつくのが一番いいと思う。
伊藤副委員長　町割については，メインの大きい道路で区切っていかないと覚えづらい。
豊嶋係長　　　今回，富士山線の東西で五丁目，六丁目，あるいは新町名で一丁目，二丁目としたいと考えている。
伊藤副委員長　舟石川駅西四丁目まであったら舟石川駅西五丁目，六丁目でいいような感じがする。
澤畑課長　　　今日この場で決定することは難しい。資料９を基にの今後のスケジュールについて事務局から説明させてほしい。
寺門委員長　　事務局から説明願いたい。
豊嶋係長　　　今年度のスケジュールについては，第二回の住居表示審議会を１０月に実施したい。１０月にはある程度方向性を出して，１２月には新しい町名の答申を行い，公告期間を経て３月の議会に諮りたい。
寺門委員長　　今日，皆さんに新しい町名を提案をもらうか，それとも舟石川駅西五丁目，六丁目になるのか，その２点に絞られてくると思う。
今日は，提案できないと思うので次回までに考えてきていただきたい。
近藤委員　　　私は，名称をいろいろ考えてきた。セブンイレブンのある交差点が大山台である。私は，大山台にしたい。強くは勧めないが，皆さんに考えておいてもらいたいと思う。
伊藤副委員長　「どうやって名称を決めたのか」となって，簡単に決まったとなると苦情がくるので，議論した記録を残しておいてほしい。
寺門委員長　　一案として「大山台」を出していただいた。その他，皆さんのご意見は。
佐藤委員　　　東海ぶらら倶樂部「東海村の小字」という資料に舟石川の小字名が載っている。コピーをして皆さんに持っていってもらい，考えていただくのも一つの案だ。
　　　　※小字名の載った資料「地名は語る　東海村の小字＝今に伝えるもの＝」を佐藤委員からお借りし，カラーコピーをして配布。
川﨑部長　　　区画に対する要望はあるか。
猫塚委員　　　舟石川駅西が現在四丁目まであって，これとは別に新たな町名が３つ４つに増えるというのは如何なものか。新しい名前にするという意見もあるが，駅西五丁目，六丁目という名前も有りなのではないかと思う。
豊嶋係長　　　事務局の案としては，駅西から伸びている富士山線の道路の東西で区割を２つに分けたい。
澤畑課長　　　前回，名称を決めるときに該当するエリアの住民を対象にアンケートをとった。今回同じような形をとった方がよいのか。
寺門委員長　　アンケートをとれば確実か。
伊藤副委員長　アパートはわからないが，常会の世帯数を数えて配布してはどうか。
澤畑課長　　　いろいろなアンケートのとり方がある。まったく審議会で議論をしない中でアンケートをとるのは如何なものか。
伊藤副委員長　われわれだけで決めていいのか。
豊嶋係長　　　前回アンケートは，地区にお住まいの方を事務局で調べあげ，返信用封筒を同封して送付した。回収率は非常に悪く，１０％程度だった。
伊藤副委員長　舟石川１区と２区の自治会加入世帯に配布したらどうか。
近藤委員　　　審議会として「こう考えるが，どうか」というのがないといけないのではないか。
加藤委員　　　「書いてください」のアンケートだから回収率が悪い。「これとこれとこれがあるが，どれがいいか丸をつけてください」というのであれば，回収率が良くなるのではないか。こちらでいくつか案を出してから，アンケートをとるべきだと思う。
川﨑部長　　　皆さんがどう考えるかによるが，１月に公告期間はある。公告期間で翻ることは無いと思うが，この審議会で出したものが嫌だという機会はある。いくつか案がある中で選んでもらうのか，どういう名がいいのかわからないから住民はどう思っているのかを聞くかで（アンケートを行う）時期が決まる。どの位置で聞きたいかだと思う。
寺門委員長　　３つか４つ候補があがった中でどれがいいのかというほうがよい。２回目の審議会で案を決めよう。２回目の審議会を１０月ではなくもう少し早い時期に開催したいと思うが。
川﨑部長　　　審議会の意見がそういうことであれば，スケジュールも変えざるを得ないのかなと思う。
町名割は村としては富士山線を挟んで右左という提案をしたところなので，２回目の開催を前倒しにして，配布した小字名の資料も参考に，皆様でいい名称を考えてきていただきたい。
加藤委員　　　友人に案を聞くのはいいのか。
澤畑課長　　　問題ない。なお，次回の審議会は８月の末に行いたい。この１か月の間に情報を持ってきてもらいたい。アンケートは，現状の舟石川駅西の継続で五丁目，六丁目とか，その他だったらどういう名前がいいかに分かれると思う。また，アンケートは自治会加入世帯だけでいいのかというのも課題である。１０％の回収率もいかがなものかというのもあるので，アンケートの実施方法等についても考えていただきたい。
豊嶋係長　　　近所の人に案を聞いてもらうのは大変よい。その地域の歴史の風土を重んじて，尊重した名前を考えてほしい。「桜ヶ丘」とかまったく関係のない名前にならないように注意していただきたい。
寺門委員長　　本日の審議会は以上で終了する。
次回は，８月２７日（木）１４時から１５時３０分に開催にする。場所は後日連絡する。本日はお疲れ様でした。
閉会
※平成２７年７月２４日，正・副委員長に内容確認済み。
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